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大学設置基準の改正と一般教育＊1

田　中 勧＊2

はじめに

　平成7年1日より大学設置基準についてその大

網化とともに自己点検・評価を目指した一部改正

する省令が施行された．この中で一般教育に関す

る条文1）を提示し，その要旨を述べ，大学の対応

について言及する．

1．一般教育に関係ある改正条文

　1）改正の趣旨

　「個々の大学がその教育理念・目的に基づき，

学術の進展や社会の要請に適切に対応しつつ，特

色ある教育研究を展開し得るよう，大学設置基準

の大綱化により制度の弾力化を図るとともに，生

涯学習の振興の観点から大学における学習機会の

多様化を図り，あわせて，大学の水準の維持向上

のため自己点検・評価を期待している．」と国分次

官より解説を含め通知されている2）．

　2）教育研究上の基本組織（第3条）

　学部の種類についての規定上の例示の廃止

　従来は文学，法学，経済学，商学，理学，医学，

歯学，工学および農学と示されていた学部の種類

の例示（改正前第2条）を廃止することにより学

部教育の多様な展開を図れるようになった．

　「第3条　学部は，専攻により教育研究の必要に

応じ組織されるものであって，教育研究上適当な

規模内容を有し，学科目又は講座の種類及び数，

教員数その他が学部として適当な組織をもつと認

められるものとする．」
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　3）教育過程について（第19条，第20条）

　授業科目区分の廃止及び教育課程の編成方針の

明示

　従来，区分として一般教育科目，外国語科目，

保健体育科目，基礎教育科目及び専門科目と分け

ていたが，（改正前第18条一24条），この規定を廃

止することにより，各大学においてそれぞれの創

意工夫により特色ある教育課程が編成できるよう

になった．

　「第6章　教育課程

　第19条　大学は，当該大学，学部及び学科又は

課程等の教育上の目的を達成するために必要な授

業科目を開設し，体系的に教育課程を編成するも

のとする．

2　教育課程の編成に当たっては，大学は，学部

等の専攻に係わる専門の学芸を教授するととも

に，幅広く深い教育及び総合的な判断力を培い，

豊かな人間性を酒養するように適切に配慮しなけ

れぼならない．

　第20条　教育課程は，各授業科目を必須科目，

選択科目及び自由科目に分け，これを各年次に配

当して編成するものとする．」

　4）卒業の要件（第32条）

　授業科目の区分の廃止により，それに応じて修

得すべき単位数の規定（改正前第32条1，2，3

項）は廃止された．

　4年制の一般大学では124単位であるが医学に

関する学科では188単位以上が卒業条件になって

いる．この差の64単位は従来の一般教育等の単位

（改正前第33条）に一致している．したがって，

見方によっては一般教育を時間的に重視すること

も取れる．

　「（卒業の要件）

　第32条　卒業の要件は，大学に4年以上在学
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し，124単位以上を修得することとする．

2　前項の規定にかかわらず，医学又は歯学に関

する学科に係わる卒業の要件は，大学に6年以上

在学し，188単位以上を修得することとする．ただ

し，教育上必要と認められる場合には，大学は，

修得すべき単位の一部の修得について，これに相

当する授業時間の履修をもって代えることができ

る．」

　5）他の大学又は短期大学における授業科目の

　　　履修等（第28条）

　他大学等で履修した単位がある程度認められ
る．

　「第28条　大学は，教育上有益と認めるときは，

学生が大学の定めるところにより他の大学又は短

期大学において履修した授業科目について修得し

た単位を，30単位を越えない範囲で当該大学にお

ける授業科目の履修により修得したものとみなす

ことができる．」

　6）大学以外の教育施設等における学修

　　　（第29条）

　大学以外の学修を単位と認める．

　「第29条　大学は，教育上有益と認めるときは，

学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科に

おける学修その他文部大臣が別に定める学修を，

当該大学における授業科目の履修とみなし，大学

の定めるところにより単位を与えることができ
る．

2　前項により与えることができる単位数は，前

条第1項により当該大学において修得したものと

みなす単位数と合わせて30単位を越えないもの

とする．」

　7）入学前の既修得単位等の設定（第30条）

　大学の判断で既修得単位が認められる．

　「第30条　大学は教育上有益と認めるときは，

学生が当該大学に入学する前に大学又は短期大学

において履修した授業科目について修得した単位

（次条の規定により修得した単位を含む．）を，当

該大学に入学した後の当該大学における授業科目

の履修により修得したものとみなすことができ
る．

2　大学は，教育上有益と認めるときは，学生が

当該大学に入学する前に行った前条第1項に規定

する学修を，当該大学における授業科目の履修と

みなし，大学の定めるところにより単位を与える

ことができる．

3　前2項により修得したものとみなし，又は与

えることのできる単位数は，編入学，転学等の場

合を除き，当該大学において修得した単位以外の

ものについては，合わせて30単位を越えないもの

とする．」

2．大学（医学部・医科）の対応

1）進学課程と専門課程の関係

学則上で進学課程を置いていない大学は平成元

表1．進学課程と専門課程の関係（平成元年度）

国　立 公　立 私　立 合計
学則の上で進学課程を置いていない 15 1 17 33

置いている

　　2年間すべて進学課程　｛　　2年間の中で専門も行う

ll； 6 ll； i｝

文献3）より

表2．進学課程と専門課程の関係（平成5年度）

国　立 公　立 私　立 合計
学則の上で進学課程を置いていない 27 3 22 52

置いている

　　2年間すべて進学課程　｛　　2年間の中で専門も行う

ll； ll （； 1：1

文献5）より
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表3．一般教育を短縮する計画（平成元年度）

国　立 公　立 私　立 合　計

あ　　　　　る 8 1 3 12

な　　　　　い 33 6 25 64

記　載　な　し 2 1 1 4

計 43 8 29 80

文献3）より

表4．「般教育を短縮する計画（平成3年度）

国　立 公　立 私　立 合計
あ　　　　　る 17 3 7 27

な　　　　　い 19 5 20 44

記　載　な　し 5 0 2 7

検　　討　　中 2 0 0 2

計 43 8 29 80

文献4）より

表5．一般教育を短縮する計画（平成5年度）

国　立 公　立 私　立 合計
あ　　　　　る 19 5 16 40

な　　　　　い 21 3 13 37

記　載　な　し 2 0 0 2

未　　　　定 1 0 0 1

計 43 8 29 80

文献5）より

年では33校（41．25％）（表1）3）であったが，平

成5年では52校（65％）（表2）5）に増した．

　2）一般教育を短縮する計画

　短縮計画は平成元年では12校（12％）（表3）3）

であったが，平成3年では33．75％（表4）4），さ

らに平成5年には40校50％（表5）5）と増えてい

る．

　一般教育の時間上の短縮は現実に行われている

が，このことが教養蔑視につながるものではなく，

そうあってはならないことは言を待たない．卒前

教育の認知領域への偏りは以前より指摘されてい

る．態度・習慣，すなわち情意領域の教育は単に

進学課程，従来の一般教育時間で終了するもので

はなく，卒前の6年間を通じて教育されるもので

あることの再認識に立って，その評価を含めたカ

リキュラムの改善が期待される．
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